


「木材からの地域創成」 

銘建工業(株) 代表取締役 中島 浩一郎  

 

集成材メーカー銘建工業（真庭市）は、同市の岡山県営真庭産業団地に、細長い木板を

積み重ねた大型パネル「クロス・ラミネーテッド・ティンバー」(CLT)の量産工場を建

設する。岡山県と 20 日に立地協定を結ぶ。県によると、CLT の量産工場は全国初とい

う。 

CLTは強度が高く断熱、耐火性に優れた建材として期待され、住宅など建築物の工期を

大幅に短縮できるメリットがあるという。中高層建築物などへの活用で木材需要の創出

につながるとして国が普及促進を目指しており、林野庁などは 2016 年度を目標に、強

度や耐火性などの基準を定める方針でいる。年生産額は 25億 5千万円を見込む。投資

額は 36億 6千万円。40人を新規に採用する。6月に着工し、来年 4月の操業開始を目

指す。 
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